
非接触式の皮膚冷却

皮膚

温度： -26ºC レーザー光

非接触式の皮膚冷却接触式の皮膚冷却

皮膚

温度：-30ºC レーザー光レーザー光

皮膚

サファイアプレート
温度： -10ºC～4ºC
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レーザー脱毛の冷却方式の比較1,2,3

冷水で冷却されたサファイアメタル／
ガラスを使用して冷却

施術者の操作のしかたによって、冷却
板の温度が変わることがある。

冷却ジェルを塗る必要がある。

施術部位を遮らないよう冷却ジェルを
取り除くため、また、落屑物の除去や
消毒のために、クリーニングを頻繁
（5～ 10パルス毎）に行う。

レーザー照射前、照射中および照射後
に外部冷却ファンを使用して冷却

顔面に使用すると息苦しさを感じるこ
とがあり、また凍傷のリスクもある。

レーザー照射直前に皮膚に冷却スプ
レーを吹き付け

1パルスごとに均一に吹き付ける。

基底層は 0℃以下にならない。

温度は接触式の皮膚冷却方式と比べて
2倍低くなる。
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